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論文審査の要旨（400字以内） 
 論文のタイトルは「Fatty Acid Synthase Inhibitor C75 Ameliorates 
Experimental Colitis」で硫酸ナトリウム誘導性腸炎マウスモデルにおける脂肪
酸新生酵素阻害剤 C75 の腸管炎症抑制効果を検証した論文である。 
長鎖脂肪酸合成に関与する脂肪酸合成酵素（FASN）の過剰発現による脂肪代
謝異常は炎症性腸疾患の病勢に関与している。そこで著者は、脂肪酸新生酵素
阻害剤 C75がデキストラン硫酸ナトリウム（DSS）誘導性腸炎の病勢を抑制す
ると仮説を立てた。C57BL/6雄マウスに 4%DSSを 1週間投与し、C75（5mg/kg）
（治療群）またはジメチルスルフォキシド（DMSO）（対照群）を第 2から第 6
病日に腹膜内投与した。体重変化と便性を毎日観察し、第 8病日に大腸の長さ、
大腸病理組織と炎症性メディエーターを評価した。治療群では体重減少の割合
が 23％から 15％まで減少した。便性と炎症による大腸の短縮は、治療群におい
て有意に改善された。C75は caspase3活性を抑制することにより、大腸組織の
アポトーシスを抑制した。大腸組織内の炎症性サイトカインとケモカインとミ
エロペルオキシダーゼ活性は、治療群で有意に抑制されていた。C75 は、大腸
組織内の IκB の発現と同様に FASN、COX2、iNOS の発現を抑制した。以上
から FASNの抑制が、炎症性腸疾患 IBDの治療において有用な治療となる可能
性が示唆された。 
 
 以上、本論文は基礎的、かつ臨床的に意義のある論文である。 
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大
学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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